
  

ニュースリリース 

新型コロナウィルスに関わる社会支援活動 
 

【2020 年 5 月 22 日（6 月 4 日訂正）】※当初発表の記載内容に一部誤りがあったため、6 月 4 日に訂正しました。 

 

大手自動車関連サプライヤー、マレリ株式会社（本社：埼玉県さいたま市、代表取締役社長兼 CEO：ベダ・ボルゼニウス）、

および、グループ企業である、マレリマシーンワークス株式会社（所在地：埼玉県比企郡）は 、新型コロナウィルス感染症に

関する社会支援活動として以下の取り組みを行います。 

 

1．フェイスシールドの生産および医療従事者への無償提供 

モノづくりで培ってきた技術、既存の生産ライン、3D プリンタなどの設備活用により、フェイスシールドを生産し、防護具が

ひっ迫している医療現場へ無償提供します。 

生産開始日： 2020 年 4 月 24 日 

出荷開始日： 2020 年 5 月 3 日 

提供数量： 2020 年 6 月中旬までに 2,500 個（提供先決定分） 

生産能力： 約 600～1,800 個／日 

生産工場： 吉見工場（埼玉県比企郡吉見町） 

無償提供先： 医療従事者 

 

2．株式会社メトランの人工呼吸器生産支援 

人工呼吸器メーカー、株式会社メトラン は、機器の扱いが容易で、効果が高く、堅牢で廉価な、緊急用人工呼吸器の大量生産

開始の準備を進めています。同社では、一部の構成部品の短時間調達が困難であること、同社の現在の生産供給能力と需要に

ギャップがあることから、早急な解決策を模索していました。マレリでは、関東経済産業局からの要請を受け、グローバルな

自動車部品サプライヤーとしての専門人材を、生産管理、調達、開発・生産技術の分野にて、派遣します。同社からの生産委

託についても協議を進め、児玉工場（埼玉県本庄市）での生産を計画しています。世界保健機構（WHO）は、新型コロナウィ

ルス終息までの長期化の可能性を指摘（2020 年 5 月 13 日現在）しており、本支援は世界規模での貢献へ繋がると考えていま

す。 

支援開始日： 2020 年 4 月 27 日 



 

 2 

支援内容： 1．生産管理、調達、開発・生産技術の分野での人材派遣 

 2．人工呼吸器の生産（生産開始時期は調整中） 

無償提供先： 株式会社メトラン（埼玉県川口市） www.metran.co.jp 

 

3．不織布マスク生産および従業員への配付 

既存のクリーンルームを活用し、不織布マスクの生産を開始します。マスクは従業員への配付から開始し、市場でのマスク不

足の解消に貢献するとともに、従業員の安全衛生をさらに徹底し、公衆衛生にも寄与します。また、夏場の高温多湿下でも飛

沫防止と快適性を両立できる夏場特別仕様のマスクの生産を検討しています。 

生産開始日： 2020 年 5 月 25 日 

出荷開始日： 2020 年 5 月 25 日 

生産能力： 約 3,000～9,000 枚／日 

生産工場： 吉見工場（埼玉県比企郡吉見町） 

提供先： 従業員（今後の提供先については検討中） 

 

 

マレリは、今後も、当社の培ってきた生産技術、設備・施設や人材の活用など、あらゆる方面からの支援活動を継続していき

ます。 

以上 

  

マレリについて 

マレリは、世界的な独立系自動車関連サプライヤーです。イノベーションとモノづくりに確かな実績を持つ当社の使命は、お

客様やパートナーと協力して、より安全で、より環境に優しく、よりコネクティビティの高い世界を造ることを通じて、モビ

リティの未来を変えることです。全世界に約 62,000 人の従業員を擁するマレリは、アジア、アメリカ、ヨーロッパ、アフリカ

に約 170 の施設や研究開発センターを有し、2018 年の売上は約 146 億ユーロ(約 1 兆 8250 億円)に達しています。 

 

お問い合わせ先 

マレリ グローバルコミュニケーション部  

pr@marelli.com  電話 048-660-2161 


